
今昔館の近代展示室を愉しむ（４） 

 

今回は「住まいの大阪六景」のひとつ「北船場－旧大坂三郷の近代化－」を取り上げます。船場（せんば）は、

大阪市中央区の地域名で、大阪市の中心業務地区にあたり、大坂の町人文化の中心となったところです。 

船場は河川と人工の堀川に囲まれた（囲まれていた）四角形の地域であり、東端は東横堀川（現在の阪神高

速１号環状線南行き）、西端は西横堀川（現在の阪神高速１号環状線北行き。１９６２年に埋立）、南端は長堀川

（長堀通。１９６４年に埋立）、北端は土佐堀川、の東西１ｋｍ、南北２ｋｍのエリアです。江戸時代の町組の名残

で、本町通の北を北船場（きたせんば）、本町通の南を南船場（みなみせんば）と呼び分けることもあります。東

は上町、南は島之内、西は下船場、北は中之島に接しています。 

船場の街区は基本的に４０間（１間は６尺５寸）四方の正方形で、街路は碁盤目状に直交しています。大坂城

の西に位置することから東西方向が竪（たて）となり、東西方向の街路を通（とおり）と称しています。通は計２３

本あり、当初の幅員は４間（約８ｍ）に設定されていました。一方、南北方向は横（よこ）となり、南北方向の街路

を筋（すじ）と称しています。計１３本。当初は補助的な街路とされたために幅員は３間（約６ｍ）となり、通に対し

て狭く設定されていました。 

東西の通りを挟んで北と南で１つの町を形成しています。両側町と呼ばれる形態で、町の名前は通の名前と

一致していました。伝統的な町家が建ち並んでいた明治時代の旧大坂三郷は、東西の通、南北の筋で構成され

る江戸時代以来の狭隘な道路が、近代化を進めるうえで大きな障害になっていました。 

北船場－旧大坂三郷の近代化－（住まいの大阪六景） 

そこで「軒切り」と呼ばれる都市改造が実施されました。もともとは町家の正面の一部を切り取って本来の道

路の幅員を回復するものですが、市電の敷設工事や都市計画に基づく道路拡幅も軒切りと総称され、明治の終

わりから昭和にかけて行われました。堺筋などは市電の敷設に合わせて大きく拡幅されました。東西の通も軒

切りによって拡幅されました。模型は、堺筋を挟んだ道修町と平野町の一角の昭和７年（１９３２）の様子で、市

電の敷設に合わせて拡幅された堺筋と、平野町通の拡幅前後を表わしています。 



■船場の変遷（江戸時代から近代へ） 

豊臣時代から江戸時代にかけて形成された船場の様子とその後の変遷を、古地図で見てみましょう。 

 

浪華名所獨案内（天保年間）の北船場（「津の清」蔵） 

 

天保新改攝州大阪全圖の北船場（国際日本文化研究センター（日文研蔵） 
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大阪市内詳細図（大正３年）の道修町・平野町付近（日文研蔵） 

 

大阪市パノラマ地図（大正１３年）の道修町・平野町付近 

（大阪くらしの今昔館蔵） 



 

實地踏測大阪市街圖（大正１４年）の北船場（日文研蔵） 

 

最新大大阪市街地図（昭和１０年）の北船場（日文研蔵） 



 

明治４１年・昭和４年・昭和４２年の地形図、地理院地図の北船場 

（今昔マップ３） 

 

明治時代になって梅田、難波、天王寺に鉄道駅ができ、南北の交通量が増えたことから、市電の敷設と合わ

せて堺筋と四つ橋筋が拡幅され、さらに、昭和時代になって地下鉄の建設と合わせて御堂筋が整備されたこと

から、現在では南北の筋のほうがメインストリートとなっています。 

 

軒切りを契機に大阪の都市景観は大きく変貌しました。伝統的な町家を取り壊して、洋風建築への建て替え

が進みました。町家形式の建て替えでも、階高が高く箱軒と呼ばれる軒蛇腹を大きくした町家や、３階建ての町

家などが流行しました。一方、建て替えをしなかった町家も、軒切りで表側が切り取られため、表構えが大きく変

わりました。町家の内部も、店の間を板敷きの事務所とするなど、生活様式や商売の形態の近代化に対応した

改造が見られました。 



 

東西の通（メインストリート）と南北の筋で構成される江戸時代の「両側町」 

 

「北船場－旧大坂三郷の近代化－」の模型は、昭和７年（１９３２）の様子を再現していますので、同５年当時

は、平野町のうち堺筋から西側が軒切りされ、幅１３メートルの道幅に拡幅されて町並みが一新されました。一

方、昭和８年に軒切りが実施された堺筋から東側の街区は、江戸時代と変わらない町並みが続いていました

（図の下が北になっていますので注意してください）。 
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■道路拡幅と近代建築 

道路拡幅による大きな変化は、近代建築が新築されたことです。平野町通と堺筋が交差する西南と西北の角

地に生駒ビルヂングと澤之鶴ビルデイングが建てられました。２つの建物の角に注目してください。敷地の角が

４５度に切り取られています。これは隅切りといって、道路の交差部などにおける見通しの確保や、車両や人の

通行上の安全を目的としたもので、道路拡幅とともに導入されました。澤之鶴ビルデイングでは隅切り部に出入

口を設けています。これは江戸時代にはなかったことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生駒ビルヂングの模型           澤之鶴ビルデイングの模型         平野町堺筋の北東角 

 

生駒ビルヂングは、地上５階、地下１階、鉄筋コンクリート造の建物で、生駒時計店のビルとして昭和４年（１９

２９）５月に起工し、翌年３月に竣工しました。大阪建築界の重鎮・宗兵蔵の事務所による設計、施工は大林組

で、スクラッチタイル張りのアール・デコスタイルの外観です。 東面の時計台の下の出窓と丸窓は、時計の振り

子を模したものといわれています。生駒ビルヂングは、現在、国の有形文化財に登録されています。 

昭和６年に竣工した澤之鶴ビルデイングは、地上３階・一部地

階、塔屋付き、鉄筋コンクリート造の建物で、昭和６年１月に起工

し、同年１１月に竣工しました。設計・施工は大林組です。江戸時

代の享保２年（１７１７）に創業した沢の鶴は、米屋を営む初代喜兵

衛（米喜）が副業で酒造りを始めたことを発祥としています。平野

町の堺筋の北西角地にあった米喜の建物は、『二千年袖鑑拾遺』

に描かれています。図の左、つまり堺筋の角には城の櫓のような

建物が見えます。当時の人は、これを櫓屋敷と呼んでいました。 

大坂の櫓屋敷は、高麗橋の西詰に南北に建てられたものがよく

知られていますが、この平野町にも存在したのです。近代建築である澤之鶴ビルデイングのモダンな塔屋は、こ

の櫓を模してデザインしたものではないでしょうか。平野町の櫓屋敷は、『摂津名所図会大成』に、元来は「南北

両角にありしが、享保の大火後南の方は廃し」たと伝えられているので、昔は高麗橋の櫓屋敷と同じように、平

野町の通りの南北にそびえていたようです。南の角地とは、生駒ビルヂングの場所です。 

一方、平野町通の軒切りが終わっていない堺筋の北東角は、堺筋に面して洋館が建てられていますが、その

南の路上には交番と半鐘櫓が建っています。ここでは近世と近代が混在した風景を見ることができます。 



■町家の変容 

次に、軒切りによって大阪の町家がどのように変わってきたのかを見てみましょう。今昔館の近代展示室の

「近代都市住宅年表」のコーナーに描かれた建物の立面図と、「北船場－旧大坂三郷の近代化－」の模型を対

照して紹介しましょう。 

 

 

左は軒切り前の平野町の町家立面図（「近代都市住宅年表」）、右は軒切り後の道修町の町家の模型です。

軒切りによって、町家の表側が奥行１間から１間半を切り取られたため２階の建ちが高くなり、１階の表構えは、

平格子から鉄製の丸棒の窓格子に変わり、窓下は石貼りやタイル貼りに化粧されています。 

 

小西儀助商店復元立面図（１９１１年～１９２３年の外観）       堺筋に面する小西儀助商店模型 

 

道修町（どしょうまち）にある小西儀助商店（現在はコニシボンドの製造元で有名）は、明治３６年（１９０３）に完

成した近代町家の典型で、店の間がある表棟と、家族の居住に供する奥棟に分かれた表屋造りで、外観は土

蔵造り、３階座敷をもち、３階蔵を構えた巨大な建物でした。ところが、明治４４年（１９１１）の堺筋の軒切り（拡

幅）によって表の間口の西側（正面の左側）が４間ほど削り取られました。左の図は、その姿を示しています（「近

代都市住宅年表」）。さらに大正１２年（１９２３）の関東大震災後、建物の安全対策のために３階部分が撤去され

ました。模型は、３階を撤去した後の姿になっています。現在、この建物は国の重要文化財に指定されていま

す。 
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藤澤商店立面図（「近代都市住宅年表」） 

藤澤商店の内部模型 

（店の間が板敷になり事務所として利用されています） 

 

道修町には、大正５年（１９１６）に竣工した藤澤商店がありました。この建物の立面図を見ると、小西儀助商

店と同様に表屋造りで、表棟の外観は、全体に建ちが高く、２階の軒先は箱軒で、左右に重厚な袖うだつをあ

げた近代町家でした（「近代都市住宅年表」）。伝統的な木造建築ですが、正面の格子は木製から鉄製の丸棒

に変わり、窓下も石貼りになって、洋風建築の影響を見て取ることができます。２階の壁も黒漆喰塗りで、窓に

は鉄製の出格子がはめ込まれ、防火性能を意識していたことがわかります。 

模型は、２階部分を外した姿で再現されています。奥棟は、床と床脇、書院を構えた１０畳の客間と７畳半の

次の間、８畳の主人居間、玄関、石敷きの台所土間からなり、２階にも４室の座敷をもつ本２階建ての木造建物

でした。断面図によると、奥棟は本２階建てで、屋根構造は伝統的な和風の小屋組でした。 

店の間は、竣工当初は畳敷きでその上に事務机が並べられていましたが、昭和になると板敷に改造されまし

た。さらに事務スペースが奥へ拡張され、主人家族が郊外に引っ越す職住分離の要因になりました。 

  



 

堺筋に面して新しく建てられた３階建ての町家 

 

上町にあった３階建て町家の立面図 

 

木造３階建ての町家は、明治末から大正時代に誕生しました。上の図は、堺筋に面して建てられた３階建て

の町家の模型で、屋根は切妻造り、各階に庇をつけ、２階には両側にうだつを設け、正面外壁は黒漆塗り、箱軒

は銅板で覆った究極の近代町家です。「近代都市住宅年表」には上町にあった木造３階建て町家の立面図も展

示していますので参考にしてください。なお、３階建て町家で登録文化財になっているものに、昭和３年（１９２８）

の建築になる北野家住宅（平野町）があります。 

近代にも発展を遂げた大阪の町家ですが、昭和１０年頃になると材木などの戦時統制が進んでその発展に終

止符を打たれ、同２０年の大阪大空襲で壊滅的な被害を受けました。 

 

今回は、「北船場－旧大坂三郷の近代化－」の模型から、近代建築では生駒ビルヂングと澤之鶴ビルデイン

グを、町家では小西儀助商店と藤澤商店を中心に紹介しました。解説は、『住まいのかたち 暮らしのならい－

大阪市立住まいのミュージアム図録－』を参考にしました。 


